
 

感 染 症 週 報 

 

島しょの情報（11島の医療機関からの報告） 【 第31週 (7/27 ～ 8/2 ) 】 

・ インフルエンザの医療機関あたりの報告数は、0.36で前週（0.82）より減少しました。 

2026年(令和 8年) 第 31週 ( 7/27 ～ 8/2 ) 定点把握対象疾患について 

（三宅管内感染症発生動向調査より集計） 

三宅島  流行性耳下腺炎 ： １ 件 

御蔵島  感染症の報告はありません 

夏場の食中毒に気をつけましょう 

警報レベル 

 

（編集･発行）東京都島しょ保健所 三宅出張所 

電話 04994-2-0181  FAX 04994-2-1009 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/ 

夏は気温や湿度が高くなり、食中毒の原因となる細菌が

増えやすい季節です。島内でも、バーベキューや地域行

事、釣りやレジャーなど屋外で食事を楽しむ機会が増える

ことから、普段以上に食品の衛生管理に注意が必要です。 

食中毒予防の基本は、「つけない・増やさない・やっつけ

る」の 3原則です。調理前や食事前には石けんでしっかり手

を洗い、生の肉や魚を扱った包丁やまな板は他の食品と分

けて使用しましょう。また、お弁当など食品を長時間常温

で放置しないことも重要です。特に屋外では、保冷剤やク

ーラーボックスを活用し、食品の温度管理に注意しましょ

う。また、魚介類の中には十分に加熱しないと食中毒の原

因となるものがあります。一方で、加熱では防げない、増え

た細菌が作り出す毒素により起こす食中毒もありますので

注意が必要です。 

食中毒になると、腹痛や下痢、嘔吐、発熱などの症状が

現れます。乳幼児や高齢者では重症化することもありま

す。楽しい夏の思い出を守るためにも、一人ひとりが食中

毒予防を意識し、手洗いと食品の適切な温度管理を心掛

け、安全で健康な夏を過ごしましょう。 参考：家庭での食中毒予防（厚生労働省）、食品衛生の窓（東京都保健医療局） 

食中毒ずかん（東京都健康安全研究センター） 

東京都の注目される定点把握対象疾患 【 東京都感染症週報 第30週 】 

・ 手足口病の定点当たり報告数は、8.10で前週（13.31）より減少していますが、引き続き警報レベルです。 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/


令和８(2026）年 第 31 週 令和８年 ～

26 週 27 週 28 週 29 週 30 週 30 週

RSウイルス感染症 0 (0)

咽頭結膜熱 1 (0) 1 (0)

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1 (0) 2 (0)

感染性胃腸炎 12 (6)

水　　　痘 0 (0)

手 足 口 病 0 (0)

伝染性紅斑 0 (0)

突発性発しん 1 (0)

ヘルパンギーナ 0 (0)

流行性耳下腺炎 1 (0) 1 (0)

ＭＣＬＳ（川崎病） 0 (0)

不明発しん症 0 (0)

インフルエンザ 138 (22)
新型コロナウイルス感染症
(COVID-19) 5 (4)

※カッコ内：御蔵島報告数の再掲

 【三宅管内】 患者報告数推移グラフ

三宅出張所管内　定点把握対象疾患報告数

疾病名
（小児科定点及びインフルエンザ

/COVID-19定点）

令和8
(2026)年

累計31週

8/27/27

令和８(2026)年

島しょ保健所三宅出張所管内 感染症発生動向調査

東京都
定点あたり
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▉感染性胃腸炎

（管内とは三宅・御蔵両島の発生数計都は定点あたり発生数）
▉新型コロナウイルス感染症
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※５類感染症は、感染症発生動向調査を通じ皆さまに情報提供をすることにより、

感染症の発生および、まん延・拡大を防止することが目的です。
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